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研究成果の概要（和文）：非平衡とは流れや変化のある状態のことである。現代の物理学においても非平衡を完
全に理解し制御することは依然として難問である。本研究ではナノスケールの電子回路を用いた実験を行い、非
平衡状態を精密に測定し理解することを目指した。特に近藤効果やトンネル効果の非平衡を調べ、定量的に理解
することに成功した。さらに非平衡を調べる新手法としてダイヤモンド窒素空孔中心を用いた量子センシングの
技術開発に着手し、磁場や温度の定量的な可視化に成功した。

研究成果の概要（英文）：Non-equilibrium is a state where flow or change occurs. Even in modern 
physics, fully understanding and controlling non-equilibrium remains a challenge. In this study, we 
aimed to precisely measure and understand non-equilibrium by conducting experiments using nano-sized
 electronic circuits. In particular, we investigated the non-equilibrium Kondo effect and tunneling 
effect and successfully understood them. Furthermore, as a new method to explore non-equilibrium, we
 developed a quantum sensing technique using diamond nitrogen-vacancy centers. We succeeded in 
quantitative visualization of magnetic field and temperature.

研究分野： mesoscopic physics

キーワード： メゾスコピック系　非平衡　ゆらぎ　量子計測　量子輸送　近藤効果　ダイヤモンドNVセンタ　スピン
トロニクス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
私たちの身の回りは非平衡に満ちあふれています。化学反応、光と物質の反応、そして私たち自身（つまり生命
現象）も非平衡です。非平衡を理解し上手に制御することは学術的に大きな意義を持つと同時に、新しいテクノ
ロジーや省エネルギー技術につながる可能性を持ちます。本研究の一部では非平衡を研究するために量子センシ
ングを用いた新しい試みも行いました。得られた成果をさらに大きく発展させ、量子技術の新展開につなげてい
きます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
物性物理学は、磁性・超伝導など量子多体系の織りなす現象を扱う学問である。その中心的な

課題の一つが、外場に対する系の応答を理解することである。例えば、金属に電場を印加すると
電気が流れる。磁場を印加すると磁化する。このように、研究者は外場に対する応答（電気伝導
度、磁化率など）を調べるなかで、物質の多彩な性質を見出してきた。その際の理論的な出発点
となるのが、揺動散逸関係、およびそれを基盤として導き出された線形応答理論である。揺動散
逸関係の例として熱雑音（平衡雑音）がある。すなわち、両端が短絡された回路に生ずる電流雑
音はその物質の電気伝導度に比例する。このような揺動散逸関係をもとに 1950 年代に線形応答
理論が成立した。現在でも線形応答理論は物質の応答を取り扱う際の極めて強力な手段となっ
ている。 
線形応答理論は強力であるが、残念ながら、それが適用できるのは系が平衡状態近傍にあり、

外場に対して線形に振る舞う場合に限られる。しかし、身の回りには、平衡状態ではなく非線形・
非平衡状態にあることが本質的であるような現象が数多くある。光－物質相互作用や化学反応
はその典型である。ここに本研究課題の核心となる学術的な「問い」がある。我々は、どのよう
にして、そして、どこまで物質の非線形非平衡応答を理解できるだろうか？ 
この問題は非平衡物理学における中心課題であるが、いまだに確立した一般的な理論体系は

ない。しかし、1990 年代以降、「ゆらぎの定理」に代表されるように、線形応答理論を超えよう
とする新しい試みが生まれつつある。代表者も長年この問題に取り組んできた。 
さらに、近年、強相関電子系・スピントロニクス・冷却原子ガス等の研究においても、非線形

非平衡応答は大きな関心を集めている。物性物理学においても「非平衡」は新しい切り口として
注目されているのである。このように、非線形非平衡応答は、物理学全体にとって今日的かつ重
要な課題である。しかしながら、私たち研究者の挑戦はまだ緒についたばかりである。 
「我々は、どこまで非線形非平衡応答を理解できるか？」という問いは、もちろん、非常に大

きな問いである。これに答えるには、線形応答理論を拡張し一般論の構築を目指すだけではなく、
個別の事象をきちんと研究することも重要である。特に、「平衡状態がよく理解されている普遍
性の高い現象」を注意深く選んだ上で、私たちが非線形非平衡応答を理解できると自信をもって
言える現象の事例を積み重ねていくことには大きな意義がある。 
系の非線形非平衡応答を研究するにあたって、メゾスコピッ

ク系（= 量子力学が本質的な役割を果たす微小な固体素子）の
持つ可能性は大きい。なぜなら、メゾスコピック系では、 
(1) 単一の量子状態に対する測定が可能 
(2) 外場により量子状態の制御が可能 
(3) 平衡状態から非平衡状態までを連続的に制御可能 

であるため非線形非平衡領域における輸送現象の素過程を真正
面から取り扱えるからである。図 1 に本研究において主要な研
究の舞台とした量子ドットにおける近藤状態の場合を示す。 
一方で、非線形非平衡応答を定量的に理解するためには信頼

性の高い精密測定が必須である。これまでメゾスコピック系の
分野では電流・電流ゆらぎ測定が用いられてきた。しかし、本質
的な新展開を生み出すためには新しい測定手法の開発を行うこ
とも重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究はメゾスコピック系における精密測定によって非線形非平衡輸送を定量化することを

目的として遂行した。特に「平衡状態がよく理解されている普遍性の高い現象」として、量子ド
ットにおける近藤効果、量子ホール効果、トンネル接合などに注目した。また、非平衡状態では
熱やスピンも輸送されるにも関わらず、メゾスコピック系においてそれらを定量的に評価する
手法自体が確立していないことにも注目し、本研究でこの現状を打破することも目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 高精度電流測定・電流ゆらぎ測定 
高精度電流測定・電流ゆらぎ測定は代表者がメゾスコピック系の研究のために長年用いてき

た方法である。線形応答領域におけるメゾスコピック系の電気伝導はランダウア公式で理解さ
れる。すなわち、電気伝導は伝導チャネルが担っており、 番目のチャネルの透過確率が であ
る場合、電気伝導度は = ∑ と表される（ ≡ 2 ℎ⁄ = (12.9 kΩ) ）。注意すべき点は、
透過率が平衡状態で定義されており、この公式がそのまま非平衡に当てはまるわけではないこ
とである。しかし、逆にこの事実を利用すれば、測定された電気伝導度がランダウア公式からど
の程度ずれているかを精密に調べることによって、非平衡輸送の特質を定量的に抽出できる。さ
らに系を流れる電流 ( )には、平均値〈 〉のまわりに電流ゆらぎ ( )が発生する。電流ゆらぎ測定

図 1：メゾスコピック系の
利点（量子ドットにおける
近藤効果の場合） 



とは、ゆらぎの平均値〈( ) 〉を測定するものである。非平衡においては電流ゆらぎには熱雑音
（平衡雑音）とは異なるゆらぎ（ショット雑音）が発生する。したがって非平衡ゆらぎを測定す
ることによって、非平衡状態を定量化することが可能となる。 
 
(2) 色量子センサによる量子計測 
代表者が本研究遂行の中で新規に開発してきた手法が色量子

センサによる量子計測である。色中心量子センサの代表例はダ
イヤモンドにおける NV中心である。これはダイヤモンド結晶の
中に安定して存在する格子欠陥の一種であり、となり同士の 2 
個の炭素原子が窒素（Nitrogen）と原子空孔（Vacancy）のペア
に置き換わった構造を持つ（図 2）。ダイヤモンドには 100 種類
以上の色中心が知られているが、NV 中心は光励起後の過程に電
子スピンに依存する独特の経路を持つ点でユニークである。こ
の性質を利用すれば単一の NV 中心の電子スピン状態を光学的
に読み出せることが 1997 年に示された。この手法を光検出磁気
共鳴（optically detected magnetic resonance, ODMR）と呼ぶ。長年の研究により NV 中心内の
電子スピンや原子核スピンの量子状態が室温においても極めて長く保持されることがわかって
いる。さらに 2008 年、ODMR を利用した局所磁場観察の手法が提案された。 
我々はこの提案をもとに単一量子スピン顕微鏡を開発した。この手法は原理的に幅広い温度

領域・磁場領域で適用可能でありサブミクロンスケールで磁場・電流・熱流・スピン流などを定
量的にイメージングできる。メゾスコピック系も含めて物性物理学にはこれまでに存在しなか
った手法であり、非線形非平衡輸送の研究においても強力な武器となることが期待される。2023
年現在、NV中心を用いた物性計測への関心が高まりつつあるが、研究開始時の 2019 年時点では
そこまで高い注目を集めていなかった。代表者は新手法によって本質的に新しい結果が得られ
るはずであると考え、本研究課題の中で追求することを決意した。その結果、後述するように
様々な結果を得ることができている。本研究の結果、代表者は開発を進めてきた量子計測が将来
性豊かな新手法として確立しつつあると判断している。 
 
４．研究成果 
本研究課題遂行によって、非平衡状態にある近藤効果における三体相関の検出や、接合（スピ

ンエサキダイオード、磁気トンネル接合）における非平衡輸送、ゆらぎ測定の高度化等で高い学
術的な成果が得られた。また、色中心量子センサを用いた量子計測に関して、当初の想定を上回
るスピードで順調に開発が進んだ。代表者はこれらの成果は今後の非線形非平衡輸送の定量的
な研究に資するものと自負している。以下、代表的な成果を述べる。 
 

(1) 近藤効果における三体相関の検出 
近藤効果は、固体中の局在スピンがその周りの伝導電子の

スピンと結合することによって、特異な量子状態（近藤状態）
を形成する量子多体現象である。理論的には近藤状態は「局
所フェルミ液体」として記述されることが確立している。し
たがって、近藤状態の振る舞いを研究することは強い電子相
関に支配される量子液体を研究することと等価である。 
我々は、カーボンナノチューブ量子ドットにおいて近藤効

果の研究を行い、量子液体を構成する粒子間に存在する「三
体相関」を実験的に検出した。まず、「二体相関」は通常のス
ピン感受率に対応し、平衡状態における系の線形応答を規定
する。それに対し、三体相関は系の非線形非平衡応答におい
て大きな役割を果たす。我々は、磁場中における量子ドット
の非線形微分伝導度を精密に解析し、近藤効果に特有の三体相関を
検出した。得られた結果は、近年の非平衡領域におけるフェルミ液
体論とよく整合する。また、我々の結果によって量子ドットにおい
て 20 年来の謎であった近藤ピークの磁場中分裂の問題が解決され
た [引用文献①]。 
 
(2) 非平衡状態で保持される近藤相関の発見 
人工原子における近藤効果は、微分伝導度におけるゼロバイアス

ピークとして観測される。これは平衡状態近傍の性質であるが、そ
れに対し、有限バイアス下（非平衡）においても、近藤相関が輸送
に影響を与える場合がある。例えば、カーボンナノチューブ人工原
子における近藤効果は、電子がスピンと軌道の両方の自由度を持つ
ため、SU(2)×SU(2)の対称性を示す。この場合、近藤相関があるた
めにクラマース擬似スピンが保存されるようなバイアス電圧にお
いては、本来は伝導が生じない。ところが、我々はそのようなバイ

図 2：ダイヤモンド NV中心 

図 3：量子液体における 
三体相関と二体相関の概念図 

図 4：非平衡状態で保
持される近藤相関（実
験と理論の比較） 



アス電圧においても伝導が観測されることを実験的に見出した。この現象は、そのバイアス電圧
において擬似スピンが保存しないような 2 種類の遷移が共鳴し強め合うことによって生じるこ
とを理論的に明らかにした（図 4）。2つのクラマース二重項とリード線との結合が非対称である
ことがその原因である。本研究は、たとえ平衡から遠く離れた状況にあったとしても対称性を通
じて近藤効果が輸送現象に姿を表すことを微視的に実証したものである [引用文献②]。 
 
(3) 近藤効果における対称性クロスオーバーの解明 
通常の近藤効果（SU(2)近藤効果）は電子の持つスピン自由度（上/下）の量子力学的なゆらぎ

によって生じる。しかし、カーボンナノチューブ中の電子はスピンの他に軌道自由度（右回り/
左回り）を持つため、SU(4)近藤効果が起こる。我々は、量子ドットに加えるゲート電圧を制御
することによって、ユニタリ極限に近い理想的な SU(4)近藤状態を実現した。この状態に磁場を
加えていくとスピン縮退が解け SU(2)近藤状態に変化する。これは近藤状態の内部構造の対称性
を制御したことに相当する。我々は、数値くりこみ群(NRG)を用いて、この磁場誘起対称性クロ
スオーバーを精密に調べた。磁場変化・温度変化について詳細な計算を行い、理論が定量的に実
験結果を説明できることを示した。スピンと軌道が複雑に絡み合った近藤効果の振る舞いを定
量的に理解できるという事実は、今後の量子多体現象の研究の発展につながる大切な知見であ
る [引用文献③]。 
 
(4)トンネル効果における非平衡電流ゆらぎ 
固体中における電子のトンネル効果は代表的な電気伝導現象の一つであり、1950 年代の江崎

ダイオード以来、長年研究されてきた。また、ダイオード・フラッシュメモリなどの工学応用も
されており、その伝導の詳細を理解することは重要である。トンネル障壁を横切る電子輸送は、
界面の条件、材料の特性、デバイス形状などの様々な原因に支配されている。我々は、非平衡電
流ゆらぎ（ショット雑音）を測定することにより、(Ga,Mn)As/GaAs スピンエサキダイオード接
合における電子輸送を調べた。単一の素子においてバイアス電圧を連続的に変化させることで、
従来型の直接トンネリング・中間ギャップ局所状態を介した過剰電流伝導・熱励起電流伝導とい
う複数の伝導領域を観測した。測定の結果、直接トンネリングではファノ因子（雑音の大きさを
表す無次元量）が 1であるのに対し、過剰電流領域ではファノ因子が顕著に減少することを見出
した [引用文献④]。 
 
(5) 非線形輸送に現れるマグノン支援トンネル効果 
磁気トンネル接合（MTJ）とは、2層の強磁性体が絶縁体を

挟んだ構造を持つ素子である。2 つの強磁性体の相対的な磁
化方向によって電気抵抗が大きく変化するという、顕著なス
ピン依存伝導を示す。MTJ に関しては、電流と電圧の関係がオ
ームの法則からずれる非線形性があることが知られている。
CoFeB/MgO/CoFeB 磁気トンネル接合を作製し、電流-電圧特性
の面内磁場および MgO 絶縁膜厚を変化させた場合の非線形性
を測定した。その結果、絶縁膜厚や測定温度によらず、線形伝導度と非線形伝導度との間に普遍
的な相関があることを発見した。この現象はマグノン支援トンネルを取りいれた現象論的なモ
デルによって定性的に説明できる（図 5） [引用文献⑤]。 
 
(6) 高精度ゆらぎ測定用増幅器の開発 
高精度ゆらぎ測定には、高精度雑音測定技術が必須となる。我々は、自作の GaAs 高電子移動

度トランジスタ（HEMT）を用いた極低温増幅器を自作した。熱雑音を用いた測定を行い、作製し
た増幅器が希釈冷凍機温度（0.1 K 以下）でのメゾスコピック素子の電流雑音測定に適している
ことを示した。我々の増幅器は、これまで用いられてきた市販の HEMT を使用して作られた増幅
器よりも高精度・高効率な電流雑音測定を可能とし、近藤効果・量子ホール効果をはじめとする
メゾスコピック系における量子輸送現象の精密測定に幅広く適用可能である [引用文献⑥]。 
 

(7) 微小領域の磁場イメージング 
ダイヤモンド NV センタを用いた量子スピン顕微鏡によって磁場イメージング手法の開発を行

った。通常、NV センタはダイヤモンドの結晶構造を反映して 4方向にランダムに配向している。
しかし我々は NVセンタがダイヤモンドの[111]方向に完全に配向した「完全配向 NV アンサンブ
ル」を用いた。我々は、NV センタが一方向にそろっているにも関わらず、参照磁場を利用すれ
ば三次元ベクトル計測が可能であることを実証した。本研究により、空間分解能 1 μm以下（光
学分解能）、磁場分解能 1 μT 程度（地磁気の数十分の 1）で磁場イメージングができることを
示した。さらに我々は NV 軸に垂直な方向の磁場感度を評価する式を考案し、期待される感度が
通常のランダム配向 NVアンサンブルよりも高くなることを示した [引用文献⑦]。 
 
(8) 機械学習による精密磁場計測 
NV 中心を含むナノダイヤモンドを膜状に散布することで磁場や温度のイメージングを行う手

法が提案されている。その利点は、ナノダイヤモンドの調達が容易であることや、任意の表面形

図 5：マグノン支援トンネル 



状を持つ対象に直接適用できることにある。しかし、ダイヤモンドの結晶方位がランダムになる
ため ODMR スペクトルが複雑になる。その状況を考慮した物理モデルもあるが推定される磁場は
正確ではなかった。 
我々は機械学習の一つであるガウス過程回帰を用いる

ことで、物理モデルを用いない磁場推定法を開発した。ス
ペクトルと磁場強度をそれぞれ入力データと出力変数に
対応させ、精密測定したナノダイヤモンドのスペクトルの
磁場依存性をトレーニングデータとして利用した。得られ
た関数を利用し、トレーニングデータとして使っていない
スペクトルをテストデータとして磁場強度を推定し、ヘル
ムホルツコイルで生成した磁場強度（真の磁場強度）と比
較した。物理モデルを用いた従来法で磁場を推定すると、
ほとんどの条件において推定精度の範囲が真の磁場強度
と整合しなかった。一方で、機械学習を用いる本手法では
真の磁場強度と整合する結果が得られた。真の磁場強度と
推定の中心値の差を比較すると、本手法では従来法と比較
して最大 50 倍程度の正確性の向上が得られた（図 6）。さ
らに、導線を流れる電流によって生じる磁場を本手法によって局所的にイメージングすること
により高い空間分解能も実証した。本手法は、機械学習の利用によってナノダイヤモンドを用い
た高空間分解能かつ正確な磁場イメージングに初めて成功したものである [引用文献⑧]。 
 
(9) 温度イメージング（ロックインサーモグラフィー） 
NV 中心は温度測定に用いることもできる。温度変化によって結晶格子が伸縮するため、NV 中

心内の準位も変化し、その様子を ODMR スペクトルとして検出できるためである。我々は NV 中心
を用いて熱伝導を可視化する研究を行った。具体的には、温度のロックインイメージング測定手
法（ロックインサーモグラフィー）を開発し、ガラスおよびテフロンに塗布したナノダイヤモン
ド膜を測定対象とした原理実証実験を行った。試料の片側から交流的に熱を加え、試料中を熱が
伝播する様子を NV 中心を用いてマイクロメートル・サブケルビンの精度で画像として検出した。
ロックイン検出の原理を用いて、振幅と位相の情報から測定対象の熱拡散率を定量的に決定し、
物質による熱拡散率の違いを測定できることを示した。さらに精度向上を目指して機械学習と
組み合わせた研究も行った。通常の温度計を用いた測定手法に比べ、極小のナノダイヤモンドを
用いて光学的に非接触で測定する本手法は非侵襲的であり、熱物性測定に適している [引用文
献⑨]。 
 
(10) 量子系の周期駆動（フロケエンジニアリング） 
外場によって周期的に駆動された量子系は、非平衡量子現象の新しい舞台として注目を集め

ている。その代表例がフロケ（Floquet）理論によって記述される時間結晶などのフロケ状態で
ある。一方で、現実の系では熱化・ヒーティング・デコヒーレンスなどのため、理想的な状況を
検証できるパラメータ領域には制限がある。そのため、二準位系（量子ビット）が強い駆動に対
してどの程度まで理論通りに振る舞えるのか、何がそれを阻害するのかなど、完全には理解され
ていない未解決の問題がある。 
我々は理想的な二準位系である NV 中心を用いてフロケ状態を作りだし、強い外場で周期駆動

させたときの振る舞いを実験的に調べた。具体的には、NV中心を大きな磁場と Carr-Purcell シ
ーケンスによって周期的に駆動し、同期読み出し法によってその振る舞いを精密に検出し、さら
に理論との定量的な比較を行った。その結果、211 次という非常に高い次数を持つベッセル関数
で表されるダイナミクスまで観測できた。しかもその振る舞いが理想的な理論モデルと一致す
ることも確認した。理想的な場合からの僅かなずれについても、パルス長さとエラーを考慮した
数値解析によって完全に理解できることが分かった。本結果はこれまで逐次読み出し法が適用
されてきた交流磁場強度の範囲を 100 倍以上拡大するものであり、より広いダイナミックレン
ジかつ高精度な磁場センシングへの応用を可能とする [引用文献⑩]。 
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図 6：機械学習と物理モデル
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Tomoharu Ohta, Masashi Tokuda, Shuichi Iwakiri, Kosuke Sakai, Benjamin Driesen, Yoshinori
Okada, Kensuke Kobayashi, and Yasuhiro Niimi

11
 １．著者名

10.7566/JPSJ.90.024709

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Large Zeeman splitting in out-of-plane magnetic field in a double-layer quantum point contact

Journal of the Physical Society of Japan 024709/1-6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Daiju Terasawa, Shota Norimoto, Tomonori Arakawa, Meydi Ferrier, Akira Fukuda, Kensuke
Kobayashi, and Yoshiro Hirayama

90
 １．著者名

10.1063/9.0000074

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Shubnikov-de-Haas oscillation and possible modification of effective mass in CeTe3 thin films

AIP Advances 015005/1-5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Mori Watanabe, Ryoya Nakamura, Sanghyun Lee, Takuya Asano, Takashi Ibe, Masashi Tokuda, Hiroki
Taniguchi, Daichi Ueta, Yoshinori Okada, Kensuke Kobayashi, and Yasuhiro Niimi

11
 １．著者名



2021年

2019年

2019年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1103/PhysRevB.101.041102

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Unraveling a concealed resonance by multiple Kondo transitions in a quantum dot

Physical Review B 041102/1-5(R)

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Aritra Lahiri, Tokuro Hata, Sergey Smirnov, Meydi Ferrier, Tomonori Arakawa, Michael Niklas,
Magdalena Marganska, Kensuke Kobayashi, Milena Grifoni

101
 １．著者名

10.1063/1.5098866

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Observation of the magnetization metastable state in a perpendicularly magnetized nanopillar
with asymmetric potential landscape

Applied Physics Letters 092407/1-5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Shuichi Iwakiri, Satoshi Sugimoto, Yasuhiro Niimi, Kensuke Kobayashi, Yukiko K. Takahashi, and
Shinya Kasai

115
 １．著者名

10.7567/1882-0786/ab15ae

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Spin transport measurements in metallic Bi/Ni nanowires

Applied Physics Express 053005/1-4

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Masashi Tokuda, Natsuki Kabeya, Komei Iwashita, Hiroki Taniguchi, Tomonori Arakawa, Di Yue,
Xinxin Gong, Xiaofeng Jin, Kensuke Kobayashi, and Yasuhiro Niimi,

12
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
近藤効果と量子ドットと私

低温科学研究センター年報 11-16

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
小林研介 11

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.35848/1882-0786/ab7f18

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Enhancement of coercive field in atomically-thin quenched Fe5GeTe2

Applied Physics Express 043005/1-4

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Tomoharu Ohta, Kosuke Sakai, Hiroki Taniguchi, Benjamin Driesen, Yoshinori Okada, Kensuke
Kobayashi, and Yasuhiro Niimi

13
 １．著者名

10.1007/s10909-019-02232-4

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Quantum noise in carbon nanotubes as a probe of correlations in the Kondo regime

Journal of Low Temperature Physics 738-771

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Meydi Ferrier, Raphaelle Delagrange, Julien Basset, Helene Bouchiat, Tomonori Arakawa, Tokuro
Hata, Ryo Fujiwara, Yoshimichi Teratani, Rui Sakano, Akira Oguri, Kensuke Kobayashi, and
Richard Deblock

201

10.1103/PhysRevB.101.115401

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Conductance quantization and shot noise of a double-layer quantum point contact

Physical Review B 115401/1-13

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
D. Terasawa, S. Norimoto, T. Arakawa, M. Ferrier, A. Fukuda, K. Kobayashi, and Y. Hirayama 101

 １．著者名

10.1038/s41598-020-59578-z

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Butterfly-shaped magnetoresistance in triangular-lattice antiferromagnet Ag2CrO2

Scientific Reports 2525/1/7

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hiroki Taniguchi, Mori Watanabe, Masashi Tokuda, Shota Suzuki, Eria Imada, Takashi Ibe,
Tomonori Arakawa, Hiroyuki Yoshida, Hiroaki Ishizuka, Kensuke Kobayashi, and Yasuhiro Niimi

10
 １．著者名



2019年

2020年

〔学会発表〕　計133件（うち招待講演　23件／うち国際学会　38件）

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

29th International Conference on Low Temperature Physics (LT29) (Online & Sapporo, Japan, August 18 - 24, 2022)（招待講演）
（国際学会）

the 15th Asia Pacific Physics Conference (APPC15) (Online & Seoul, South Korea, August 21 - 26, 2022)（招待講演）（国際学
会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kensuke Kobayashi

Kensuke Kobayashi

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

Three-body correlation in nonequilibrium quantum liquid

Non-equilibrium behavior of correlated quantum liquid

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ゆらぎ～自然のささやきが教えてくれるもの

大阪科学技術センター機関誌 the OSTEC 43958

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
小林研介 29(1)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
スピン流とそのゆらぎ

日本物理学会誌 222-227

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
荒川智紀、小林研介 74

 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

the Max Planck - UBC - UTokyo Centre for Quantum Materials annual meeting (The University of British Columbia, Vancouver,
Canada, September 19-21, 2022)（招待講演）（国際学会）

さきがけ「トポロジー」領域 第7回領域会議（東京、2022年8月29日）（招待講演）

東京大学AIセンター連続シンポジウム 第11回「共進化する物理学と人工知能の現在」（オンライン、2022年10月3日）（招待講演）

物理談話会（千葉大学、2022年11月29日）（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kensuke Kobayashi

小林研介

小林研介

小林研介

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

量子テクノロジーと機械学習

量子液体と量子スピン顕微鏡 ―量子を見る、量子で見る―

Mesoscopic physics and quantum sensing

量子を見る、量子で見る



2023年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

2023年第70回応用物理学会春季学術講演会（上智大学四谷キャンパス+オンライン、東京、2023年3月15－18日）（招待講演）

24th International Colloquium on Magnetic Films and Surfaces (ICMFS2022) (Okinawa Institute of Science and Technology
Graduate University, Okinawa, July 10-15, 2022)（国際学会）

CLEO-PR 2022 (Sapporo Convention Center, Hokkaido, Japan & online, July 31 - August 6, 2022)（国際学会）

CLEO-PR 2022 (Sapporo Convention Center, Hokkaido, Japan & online, July 31 - August 6, 2022)（国際学会）

 ３．学会等名

M. Tokuda, M. Nakao, M. Watanabe, R. Nakamura, M. Maeda, S. Lee, D. Yue,K. Aoyama, T. Mizushima, X.-F. Jin, K. Kobayashi,
and Y. Niimi

Ryusei Okaniwa, Yuichiro Matuszaki, Tatsuma Yamaguchi, Soya Saijo, Hideyuki Watanabe, Norikazu Mizuochi, Yuta Nakano, Norio
Tokuda, Kento Sasaki, Kensuke Kobayashi, and Junko Ishi-Hayase

Takumi Mikawa, Karl J. Hallback, Yuichiro Matsuzaki, Norio Tokuda, Kento Sasaki, Kensuke Kobayashi, and Junko Ishi-Hayase

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小林研介

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

ダイヤモンド量子センサによる物性研究

Observation of Little-Parks oscillations in Bi/Ni bilayer film

Investigation of Electronic Spin Triple-Resonance of Nitrogen-Vacancy Centers in Diamond for Sensing

Imaging of Magnitude and Phase of AC Magnetic Field Using Continuous-Wave Scheme with Diamond

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

29th International Conference on Low Temperature Physics (LT29) (Sapporo Convention Center, Sapporo, Japan, August 18 - 24,
2022)（国際学会）

29th International Conference on Low Temperature Physics (LT29) (Sapporo Convention Center, Sapporo, Japan, August 18 - 24,
2022)（国際学会）

M. Tokuda, M. Nakao, M. Watanabe, R. Nakamura, M. Maeda, S. Lee, D. Yue, K. Aoyama, T. Mizushima, X.-F. Jin, K. Kobayashi,
and Y. Niimi

Rui Sakano, Tokuro Hata, Kaiji Motoyama, Yochimichi Teratani, Tomonori Arakawa, Meydi Ferrier, Richard Deblock, Mikio Eto,
Kensuke Kobayashi, Akira Oguri

Kouki Yamamoto, Kensuke Ogawa, Moeta Tsukamoto, Kento Sasaki, and Kensuke Kobayashi

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
2nd International Symposium on Trans-Scale Quantum Science (TSQS2022) (Koshiba Hall, The University of Tokyo, Japan,
November 8-11, 2022)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Ryusei Okaniwa, Yuichiro Matsuzaki, Tatsuma Yamaguchi, Hideyuki Watanabe, Norikazu Mizuochi, Norio Tokuda, Yuta Nakano,
Kensuke Kobayashi, Kento Sasaki, Junko Ishi-Hayase

 ３．学会等名

Observation of Little-Parks oscillations in Bi/Ni bilayer film [Best Poster Award]

Universal Scaling property of Linear Conductance through a Kondo Dot in Magnetic Field and its Application

Nanodiamond quantum thermometer assisted with machine learning [Poster Award]

Frequency-tunable AC Magnetometry by Using Electronic Spin Triple-Resonance of Nitrogen-Vacancy Center in Diamond

MRS Fall 2022 (Online & Boston, USA, November 27 - December 1, 2022)（国際学会）



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

FoPM Symposium (Ito international research center, The University of Tokyo, Japan, February 6-8, 2023)（国際学会）

FoPM Symposium (Ito international research center, The University of Tokyo, Japan, February 6-8, 2023)（国際学会）

FoPM Symposium (Ito international research center, The University of Tokyo, Japan, February 6-8, 2023)（国際学会）

FoPM Symposium (Ito international research center, The University of Tokyo, Japan, February 6-8, 2023)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hao Gu, Yuki Nakamura, Kento Sasaki, Kobayashi Kensuke

Shunsuke Nishimura, Taku Kobayashi, Daichi Sasaki, Takeyuki Tsuji, Takayuki Iwasaki, Mutsuko Hatano, Kento Sasaki, Kensuke
Kobayashi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名
Moeta Tsukamoto, Kouki Yamamoto, Masashi Kawaguchi, Masamitsu Hayashi, Kento Sasaki, and Kensuke Kobayashi

Quantum sensor in two-dimensional van der Waals material

Quantitative magnetic imaging of superconducting quantum vortex using solid-state quantum spin sensor

Imaging of domain wall motion using quantum magnetic sensor

Microwave imaging using diamond quantum sensor

 １．発表者名
Kensuke Ogawa, Moeta Tsukamoto, Kento Sasaki and Kensuke Kobayashi

 ３．学会等名



2023年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

APS March Meeting 2023 (Las Vegas, USA, March 5-10, 2023)（国際学会）

新学術領域研究「量子液晶の物性科学」第2期公募研究キックオフミーティング（東京大学柏キャンパスおよびオンライン、2022年6月17日
-18日）

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本物理学会2022年秋季大会（東京工業大学、東京、2022年9月12日－15日

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Y. Nakamura, H. Watanabe, K. M. Itoh, K. Sasaki, J. I. Hayase and K. Kobayashi

小林研介

小林研介

顧豪、中村祐貴、佐々木健人、小林研介

令和4年度 新学術領域研究「量子液晶の物性科学」領域研究会（名古屋大学+オンライン、2022年12月8－10日）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Optimization of optical spin readout of the nitrogen-vacancy center in diamond based on spin relaxation model

D01 説明

Physical properties measurement using diamond quantum sensors

六方晶窒化ホウ素の欠陥を利用した磁場センシング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2022年秋季大会（東京工業大学、東京、2022年9月12日－15日

日本物理学会2022年秋季大会（東京工業大学、東京、2022年9月12日－15日

日本物理学会2022年秋季大会（東京工業大学、東京、2022年9月12日－15日

山本航輝、小河健介、塚本萌太、佐々木健人、小林研介

伊藤秀爾、塚本萌太、小河健介、寺地徳之、佐々木健人、小林研介

小河健介、西村俊亮、佐々木健人、小林研介

西村俊亮、塚本萌太、佐々木健人、小林研介

日本物理学会2022年秋季大会（東京工業大学、東京、2022年9月12日－15日

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

機械学習を用いたナノダイヤモンド量子温度センサ

ダイヤモンド量子センサの励起光強度依存性

ダイヤモンド量子センサを用いたマイクロ波イメージング測定

ダイヤモンドNV中心を用いたセンシングにおける光学収差の影響

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2022年秋季大会（東京工業大学、東京、2022年9月12日－15日）

第83回応用物理学会秋季学術講演会（東北大学&オンライン、2022年9月20日－23日）

日本物理学会2023年春季大会（オンライン、2023年3月22-25日）

 ３．学会等名

岡庭 龍聖、松崎 雄一郎、山口 達万、渡邊 幸志、水落 憲和、中野 裕太、徳田 規夫、佐々木 健人、小林 研介、早瀬 潤子

顧豪、中村祐貴、佐々木健人、小林研介

塚本萌太、伊藤秀爾、小河健介、蘆田祐人、佐々木健人、小林研介

阪野塁、秦徳郎、本山海司、寺谷義道、堤和彦、荒川智紀、Meydi Ferrier、Richard Deblock、江藤幹雄、小林研介、小栗章

日本物理学会2022年秋季大会（東京工業大学、東京、2022年9月12日－15日）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ダイヤモンド中 NV 中心の電子スピン三重共鳴現象を用いた周波数可変な交流磁場センサ

六方晶窒化ホウ素(hBN)量子センサの複合パルス制御による感度向上

機械学習によるナノダイヤモンド量子センサの磁場イメージング [日本物理学会2022年秋季大会学生優秀発表賞 (領域3)]

磁気コンダクタンスを用いた近藤温度の見積もりの実験データへの適用

 １．発表者名

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本物理学会2023年春季大会（オンライン、2023年3月22-25日）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2023年春季大会（オンライン、2023年3月22-25日）

塚本萌太、山本航輝、河口真志、林将光、佐々木健人、小林研介

山本航輝、塚本萌太、河口真志、林将光、佐々木健人、小林研介

佐々木健人、中村祐貴、寺地徳之、岡隆史、小林研介

西村俊亮、小林拓、佐々木大地、辻赳行、岩﨑孝之、波多野睦子、佐々木健人、小林研介

日本物理学会2023年春季大会（オンライン、2023年3月22-25日）

日本物理学会2023年春季大会（オンライン、2023年3月22-25日）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

色中心磁場センサと磁気光学カー効果の同時イメージング技術

ダイヤモンド量子センサによる磁壁の観測

量子状態の幾何学的非断熱制御の実証

ダイヤモンド量子センサを用いた超伝導体薄膜の磁束量子の定量的観測 [2023年春季大会 日本物理学会学生優秀発表賞 (領域6)]

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2022年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Frontiers of Quantum and Mesoscopic Thermodynamics 2021 (FQMT'21) (Online, Prague, Czech Republic, July 18 - July 24, 2021)
（招待講演）（国際学会）

東京大学理学部物理学科「物性セミナー」第2回（オンライン）（招待講演）

Physics Frontiers with Quantum Science and Technology (The University of Tokyo & Online, March 9-10, 2022)（招待講演）（国際
学会）

Kensuke Kobayashi

小林研介

Kensuke Kobayashi

M. Tsukamoto, K. Ogawa, M. Kawaguchi, M. Hayashi, H. Ozawa, T. Iwasaki, M. Hatano, K. Sasaki, and K. Kobayashi

International Conference on Quantum Liquid Crystals 2021 (QLC2021), (Online, May 11-13, 2021)（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Three-body correlations in nonlinear response of correlated quantum liquid

量子を見る。量子で見る。―量子物性最前線―

Mesoscopic physics and quantum sensing

Magnetic domain structure imaging using diamond quantum sensor

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conferences of The 24th International Conference on Electronic Properties of Two-dimensional Systems (EP2DS-
24) (Toyama, Japan, Oct. 31 - Nov. 5, 2021)（国際学会）

11th Workshop on Semiconductor/Superconductor Quantum Coherence Effect and Quantum Information (Online & Awajishima, Hyogo,
February 21-23, 2022)（国際学会）

11th Workshop on Semiconductor/Superconductor Quantum Coherence Effect and Quantum Information (Online & Awajishima, Hyogo,
February 21-23, 2022)（国際学会）

 ３．学会等名

Yuki Nakamura, Hideyuki Watanabe, Kohei M. Itoh, Kento Sasaki, Kensuke Kobayashi, Junko Ishi-Hayase

Shunsuke Nishimura, Takuya Isogawa, Kohei M. Itoh, Junko Ishi-Hayase, Kento Sasaki, and Kensuke Kobayashi

K. Ogawa, M. Tsukamoto, K. Sasaki, and K. Kobayashi

D. Terasawa, S. Norimoto, T. Arakawa, M. Ferrier, A. Fukuda, K. Kobayashi, and Y. Hirayama

International Conference on Quantum Liquid Crystals 2021 (QLC2021), (Online, May 11-13, 2021)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Optimizing optical readout of a nitrogen-vacancy center with spin relaxation model

Demonstration of large-amplitude Floquet engineering in diamond two-level system

Development of temperature imaging technique using diamond quantum sensor

Enhanced Zeeman Splitting in a Double-Layer Quantum Point Contact

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本物理学会2021年秋季大会（2021年9月20日-23日、オンライン）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第82回応用物理学会秋季学術講演会（2021年9月10日-13日、オンライン）

中村祐貴、渡邊幸志、伊藤公平、佐々木健人、小林研介、早瀬潤子

西村俊亮、五十川拓哉、伊藤公平、早瀬潤子、佐々木健人、小林研介

伊藤秀爾、塚本萌太、小河健介、寺地徳之、佐々木健人、小林研介

徳田将志、中尾舞、渡邉杜、中村瞭弥、前田将輝、Sanghyun Lee、Yue Di、青山和司、水島健、Jin Xiao-Feng、小林研介、新見康洋

日本物理学会2021年秋季大会（2021年9月20日-23日、オンライン）

日本物理学会2021年秋季大会（2021年9月20日-23日、オンライン）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

発光強度の重み付けによるダイヤモンド量子ビットの読み出し最適化

量子センサーを用いた交流磁場計測における非線形性と精度向上

高精度な磁場測定に向けたダイヤモンド量子センサの低磁場スペクトルの調査

Bi/Ni薄膜におけるLittle-Parks振動の観測

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2021年秋季大会（2021年9月20日-23日、オンライン）

日本物理学会2021年秋季大会（2021年9月20日-23日、オンライン）

日本物理学会2021年秋季大会（2021年9月20日-23日、オンライン）

塚本萌太、小河健介、小澤勇人、岩崎孝之、波多野睦子、佐々木健人、小林研介

藤原浩司、岩切秀一、中村瞭弥、横井雅彦、渡邉杜、小林研介、新見康洋

小河健介、塚本萌太、佐々木健人、小林研介

阪野塁、秦徳郎、寺谷義道、荒川智紀、堤和彦、小林研介、小栗章

日本物理学会2021年秋季大会（2021年9月20日-23日、オンライン）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

(111)全配向NV中心による三次元磁場イメージング

NbSe3薄膜における電荷密度波転移の膜厚依存性

ダイヤモンド量子センサを用いた熱拡散イメージング測定

線形コンダクタンスの磁場応答を用いた近藤温度の見積もり

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新学術領域研究「量子液晶の物性科学」領域研究会（東京大学物性研究所、2022年2月17-19日）

日本物理学会第77回年次大会（オンライン、2022年3月15日－19日）

日本物理学会第77回年次大会（オンライン、2022年3月15日－19日）

 ３．学会等名

中村祐貴、渡邊幸志、伊藤公平、 佐々木健人、小林研介、早瀬潤子

小河健介、佐々木健人、小林研介

小林研介

小林研介

第15回　物性科学領域横断研究会 (領域合同研究会)（2021年11月26日(金)～11月27日(土)）（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

スピン緩和モデルに基づくダイヤモンドスピンの光学的読み出しの最適化

ダイヤモンド量子センサを用いたYIGスピン波測定

量子スピン顕微鏡の開発

量子スピン顕微鏡の開発

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本物理学会第77回年次大会（オンライン、2022年3月15日－19日）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第77回年次大会（オンライン、2022年3月15日－19日）

塚本萌太、河口真志、林将光、佐々木健人、小林研介

篠﨑基矢、五十嵐純太、岩切秀一、北田孝仁、早川佳祐、陣内佛霖、大塚朋廣、深見俊輔、小林研介、大野英男

西村俊亮、五十川拓哉、伊藤公平、早瀬潤子、佐々木健人、小林研介

徳田将志、中尾舞、渡邉杜、中村瞭弥、前田将輝、Sanghyun Lee、Yue Di、青山和司、水島健、Jin Xiao-Feng、小林研介、新見康洋

日本物理学会第77回年次大会（オンライン、2022年3月15日－19日）

日本物理学会第77回年次大会（オンライン、2022年3月15日－19日）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ダイヤモンド量子センサによる磁場と磁気光学カー効果の同時測定

微細CoFeB/MgO磁気トンネル接合における非線形電子輸送特性

ダイヤモンド二準位系における高強度領域でのFloquetエンジニアリングの実証

Bi/Ni薄膜の超伝導秩序変数

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2022年第69回応用物理学会春季学術講演会（青山学院大学相模原キャンパス＋オンライン、2022年3月22日－26日）

APW-RIKEN-Tsinghua-Kavli workshop on “Highlights on condensed matter physics” （Online Zoom Meeting, 2020年9月2-4日）（招
待講演）（国際学会）

RIKEN CEMS Colloquium （理化学研究所創発物性科学研究センター、2020年9月23日）（招待講演）

中村 祐貴、渡邊 幸志、伊藤 公平、佐々木 健人、小林 研介、早瀬 潤子

Kensuke Kobayashi

Kensuke Kobayashi

小林研介

日本物理学会北海道支部講演会（北海道大学工学部オープンホール、2020年11月10日）（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

スピン緩和モデルを用いた窒素空孔中心スピンの光学的読み出し最適化

Non-equilibrium Fluctuations in Correlated Quantum Liquids

Strongly Correlated Quantum Liquids Probed by Non-equilibrium Fluctuations

メゾスコピック系における非平衡ゆらぎ

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 65th Annual Conference on Magnetism and Magnetic Materials (MMM 2020) (November 2-6, 2020) [poster].（国際学会）

The 65th Annual Conference on Magnetism and Magnetic Materials (MMM 2020) (November 2-6, 2020). [oral]（国際学会）

10th Workshop on Semiconductor/Superconductor Quantum Coherence Effect and Quantum Information (December 17-18,
2020)[online] [oral].（国際学会）

 ３．学会等名

Mori Watanabe, Sanghyun Lee, Takuya Asano, Takashi Ibe, Masashi Tokuda, Hiroki Taniguchi, Daichi Ueta, Yoshinori Okada,
Kensuke Kobayashi, and Yasuhiro Niimi

Moeta Tsukamoto, Kensuke Ogawa, Masashi Kawaguchi, Masamitsu Hayashi, Hayato Ozawa, Takayuki Iwasaki, Mutsuko Hatano, Kento
Sasaki, Kensuke Kobayashi

小林研介

T. Ohta, K. Sakai, H. Taniguchi, B. Driesen, Y. Okada, K. Kobayashi, and Y. Niimi

シンポジウム「近藤効果研究の新展開　－現代の近藤効果－」、日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日-
15日）（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Coexistance of quantum oscillation and magnetic hysteresis in CeTe3 thin films

Magnetic domain structure imaging using diamond quantum sensor

量子液体における三体相関の実験的検出

Enhancement of coercive field in van der Waals ferromagnet Fe5GeTe2

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
スピントロニクス・オンライン発表会（オンライン、2020年6月3日-4日）（口頭）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

10th Workshop on Semiconductor/Superconductor Quantum Coherence Effect and Quantum Information (December 17-18,
2020)[online] [oral].（国際学会）

Kensuke Ogawa, Moeta Tsukamoto, Kento Sasaki, Kensuke Kobayashi

Shuichi Iwakiri, Satoshi Sugimoto, Yasuhiro Niimi, Yusuke Kozuka, Yukiko K. Takahashi, Shinya Kasai, and Kensuke Kobayashi

岩切秀一、杉本聡志、大湊友也、加藤岳生、松尾衛、新見康洋、葛西伸哉、小林研介

太田 智陽、坂井 康介、谷口 祐紀、Benjamin Driesen、岡田 佳憲、小林 研介、新見 康洋

新学術領域研究「量子液晶の物性科学」領域研究会（オンライン、2020年12月21日-25日）

スピントロニクス・オンライン発表会（オンライン、2020年6月3日-4日）（口頭）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of temperature imaging technique using diamond quantum sensor

Non-linear Electron Transport Mediated by Electron-Magnon Interactions in Magnetic Tunnel Junction

磁気トンネル接合における非線形輸送

ファンデルワールス強磁性金属Fe5GeTe2における垂直磁気異方性の評価

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2020年秋季大会（オンライン開催、2020年9月8日-11日）（口頭）

日本物理学会2020年秋季大会（オンライン開催、2020年9月8日-11日）（口頭）

日本物理学会2020年秋季大会（オンライン開催、2020年9月8日-11日）（口頭）

太田智陽、坂井康介、谷口祐紀、Benjamin Driesen、岡田佳憲、小林研介、新見康洋

佐々木壱晟、太田智陽、川原遼馬、谷口祐紀、荒川智紀、乾皓人、島本雄介、高阪勇輔、戸川欣彦、小林研介、新見康洋

Lee Sanghyun、橋坂昌幸、秋保貴史、小林研介、村木康二

岩切秀一、杉本聡志、大湊友也、加藤岳生、松尾衛、新見康洋、葛西伸哉、小林研介

日本物理学会2020年秋季大会（オンライン開催、2020年9月8日-11日）（口頭）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ファンデルワールス強磁性金属Fe5GeTe2における垂直磁気異方性の評価

カイラル磁性体CrNb3S6薄膜における逆スピンホール効果の観測

寄生容量を考慮した電子回路モデルによるノイズ測定用低温HEMT増幅器の評価

磁気トンネル接合における非線形輸送

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2020年秋季大会（オンライン開催、2020年9月8日-11日）（口頭）

日本物理学会2020年秋季大会（オンライン開催、2020年9月8日-11日）（ポスター）

日本物理学会2020年秋季大会（オンライン開催、2020年9月8日-11日）（ポスター）

 ３．学会等名

徳田将志、中尾舞、岩切秀一、Yue Di、Jin Xiao-Feng、小林研介、新見康洋

中尾舞、徳田将志、Yue Di、Jin Xiao-Feng、小林研介、新見康洋

藤原浩司、岩切秀一、横井雅彦、渡邉杜、小林研介、新見康洋

花田尚輝、岩切秀一、浅野拓也、松井朋裕、福山寛、小林研介、新見康洋

日本物理学会2020年秋季大会（オンライン開催、2020年9月8日-11日）（口頭）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Bi/Ni超伝導薄膜のパラ伝導度の解析

Bi/Ni超伝導薄膜の上部臨界磁場の解析

NbSe3薄膜における電荷密度波スライディング特性

エッチンググラフェンのおける弱局在効果の増幅

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日- 15日）（口頭）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第25回半導体におけるスピン工学の基礎と応用（オンライン開催、2020年11月17日-19日）（口頭）

岩切秀一、杉本聡志、新見康洋、小塚裕介、葛西伸哉、小林研介

花田尚輝、岩切秀一、浅野拓也、松井朋裕、福山寛、小林研介、新見康洋

鈴木将太、佐々木壱晟、太田智陽、川原遼馬、谷口祐紀、荒川智紀、乾皓人、島本雄介、高阪勇輔、戸川欣彦、小林研介、新見康洋

太田智陽、藤原浩司、大星和毅、山神光平、岡田佳憲、小林研介、新見康洋

第25回半導体におけるスピン工学の基礎と応用（オンライン開催、2020年11月17日-19日）（ポスター）

日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日- 15日）（口頭）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

磁気トンネル接合におけるマグノン支援トンネル現象の観測

エッチンググラフェンにおける弱局在効果の増幅

カイラル磁性体CrNb3S6におけるスピン輸送測定

原子層強磁性体/超伝導体ヘテロ接合における輸送特性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日- 15日）（口頭）[発表日：2021/3/15]。

日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日- 15日）（口頭）[発表日：2021/3/15]。

日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日- 15日）（ポスター）[発表日：2021/3/12-15]。

塚本萌太、小河健介、河口真志、林将光、小澤勇斗、岩崎孝之、波多野睦子、佐々木健人、小林研介

小河健介、塚本萌太、佐々木健人、小林研介

大星和毅、花田尚輝、岩切秀一、松井朋裕、福山寛、小林研介、新見康洋

勝村亮太、太田智陽、坂井康介、鈴木将太、小林研介、新見康洋

日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日- 15日）（ポスター）[発表日：2021/3/12-15]。

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ダイヤモンド量子センサを用いた磁区構造イメージング

ダイヤモンド量子センサを用いた温度イメージング測定

グラフェンアンチドット格子における弱局在効果の変調

磁性トポロジカル絶縁体MnSb2Te4薄膜における輸送特性

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日- 15日）（口頭）

日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日- 15日）（ポスター）

物理学教室コロキウム（東京大学大学院理学系研究科物理学専攻）（招待講演）

 ３．学会等名

徳田将志、中尾舞、渡邉杜、Lee Sanghyun、中村瞭弥、Yue Di、Jin Xiao-Feng、小林研介、新見康洋

小林研介

岩切秀一、杉本聡志、新見康洋、葛西伸哉、小林研介

中村瞭弥、渡邉杜、徳田将志、坂井康介、中島正道、小林研介、新見康洋

日本物理学会 第76回年次大会（2021年）（オンライン、2021年3月12日- 15日）（口頭）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Bi/Ni超伝導薄膜の上部臨界磁場測定2

ゆらぎは語る ― 人工原子における非平衡量子液体

金属超薄膜における電場侵入効果

FeTe0.6Se0.4薄膜素子の輸送特性

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
東北大学電気通信研究所共同プロジェクト研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ipi seminar (Institute for Physics of Intelligence, The University of Tokyo)（招待講演）

Kensuke Kobayashi

小林研介

小林研介

小林研介

大阪大学理学研究科宇宙地球科学専攻研究室セミナー（招待講演）

KEK連携コロキウム（高エネルギー加速器研究機構）（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Fluctuations in Mesoscopic Systems

人工原子における近藤効果と非平衡ゆらぎ

ゆらぎで探る量子液体

磁気的トンネル接合における非線形伝導

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第37回（2019 年度）大阪科学賞表彰式・記念講演（大阪科学技術センター）（招待講演）

Workshop of ENS-UTokyo (The University of Tokyo)（招待講演）（国際学会）

BK21+ Seminar (POSTECH, Pohang, Korea)（招待講演）

小林研介

Kensuke Kobayashi

Kensuke Kobayashi

Shota Norimoto, Shuichi Iwakiri, Masahiko Yokoi, Tomonori Arakawa, Yasuhiro Niimi, and Kensuke Kobayashi

20th Anniversary of Superconducting Qubits (SQ20th): Progress and Future Directions (Tsukuba International Congress Center,
Tsukuba, Japan)（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ゆらぎ ～ 自然のささやきが教えてくれるもの

Non-equilibrium Fluctuations in Correlated Quantum Liquids

Current Fluctuations in Mesoscopic Systems

Fine etching process for fabrication of single electron sources

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019 Annual Conference on Magnetism and Magnetic Materials (MMM 2019) (Las Vegas, Nevada, USA)（国際学会）

2019 Annual Conference on Magnetism and Magnetic Materials (MMM 2019) (Las Vegas, Nevada, USA)（国際学会）

International Symposium on Hybrid Quantum Systems 2019 (HQS2019) (Matsue, Japan, Dec. 1-4, 2019)（国際学会）

 ３．学会等名

M. Tokuda, N. Kabeya, K. Iwashita, H. Taniguchi, T. Arakawa, D. Yue, X. X. Gong, X. F. Jin, K. Kobayashi, and Y. Niimi

D. Terasawa, S. Norimoto, T. Arakawa, M. Ferrier, A. Fukuda, K. Kobayashi, and Y. Hirayama

H. Taniguchi, M. Watanabe, M. Tokuda, S. Suzuki, T. Ibe, T. Arakawa, H. Yoshida, H. Ishizuka, K. Kobayashi, and Y. Niimi

H. Taniguchi, M, Tokuda, T. Taniguchi, T. Arakawa, B. Go, T. Ziman, S. Maekawa, K. Kobayashi, and Y. Niimi

2019 Annual Conference on Magnetism and Magnetic Materials (MMM 2019) (Las Vegas, Nevada, USA)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Spin transport measurements in metallic Bi/Ni nanowires

Spin Splitting Induced by Spin - Orbit Interaction in a Double-Layer Quantum Point Contact

Butterfly-shaped magnetoresistance in Ising system induced by spin fluctuations

Determination of Spin Freezing Temperature in Nanoscale Spin Glasses

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
New Perspective in Spin Conversion Science (NPSCS2020) (Kashiwa, Chiba, February 3-4, 2020)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium for Nano Science (ISNS2019) (Osaka University, November 27-28, 2019)（国際学会）

Mori Watanabe, Takashi Ibe, Masashi Tokuda, Hiroki Taniguchi, Yoshinori Okada, Kensuke Kobayashi, and Yasuhiro Niimi

Mori Watanabe, Sanghyun Lee, Takuya Asano, Takashi Ibe, Masashi Tokuda, Hiroki Taniguchi, Ueta Daichi, Yoshinori Okada,
Kensuke Kobayashi and Yasuhiro Niimi

M. Tokuda, H. Taniguchi, T. Arakawa, D. Yue, X. X. Gong, X. F. Jin, K. Kobayashi, and Y. Niimi

T. Ohta, K. Sakai, H. Taniguchi, B. Driesen, Y. Okada, K. Kobayashi, and Y. Niimi

New Perspective in Spin Conversion Science (NPSCS2020) (Kashiwa, Chiba, February 3-4, 2020)（国際学会）

New Perspective in Spin Conversion Science (NPSCS2020) (Kashiwa, Chiba, February 3-4, 2020)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Hall measurements in atomically thin CeTe3 films

Hall and butterfly-shaped magnetoresistance effects in atomically thin CeTe3 films

Upper critical field measurements in Bi/Ni superconducting bilayer film

Measurements of anomalous Hall Effect in van der Waals ferromagnet Fe5GeTe2

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

New Perspective in Spin Conversion Science (NPSCS2020) (Kashiwa, Chiba, February 3-4, 2020)（国際学会）

新学術領域研究「量子液晶の物性科学」 キックオフ・ミーティング （東京大学、2019年8月19日）

トランススケール量子科学国際連携機構 キックオフ会議 （東京大学、2020年2月21日）

S. Suzuki, T. Hajiri, R. Miki, H. Asano, K. Zhao, P. Gegenwart, K. Kobayashi, and Y. Niimi

Kensuke Kobayashi

小林研介

Mori Watanabe, Takashi Ibe, Masashi Tokuda, Hiroki Taniguchi, Yoshinori Okada, Kensuke Kobayashi, Yasuhiro Niimi

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Spin transport measurement in noncollinear antiferromagnet Mn3Ni1-xCuxN

Detection and control of fluctuations in mesoscopic systems

固体素子におけるゆらぎの研究と将来展望

Magneto transport measurements in atomically thin CeTe3 films

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

 ３．学会等名

太田智陽、川原遼馬、鈴木将太、谷口祐紀、小林研介、新見康洋

岩切秀一、杉本聡志、新見康洋、小林研介、葛西伸哉

花田尚輝、松井朋裕、鈴木将太、井邊昂志、谷口祐紀、福山寛、小林研介、新見康洋

川原遼馬、谷口祐紀、河上司、Youssef Aziz Alaoui、荒川智紀、乾皓人、島本雄介、高阪勇輔、戸川欣彦、小林研介、新見康洋

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

スピン軌道相互作用の強い原子層物質におけるスピン輸送測定の試み

スピントルク発振素子における非線形現象

グラフェンナノリボンを用いたスピン輸送測定の試み

カイラル磁性体CrNb3S6薄膜のスピン輸送測定

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

Lee Sanghyun、浅野拓也、坂井康介、新見康洋、小林研介

坂井康介、Lee Sanghyun、浅野拓也、荒川智紀、新見康洋、小林研介

鈴木将太、岩崎拓哉、森山悟士、中払周、若山裕、宮坂茂樹、田島節子、小林研介、新見康洋

徳田将志、岩下孔明、壁谷奈津紀、谷口祐紀、荒川智紀、新見康洋、小林研介、Gong Xin-Xin、 Yue Di、 Jin Xiao-Feng

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

4層グラフェンにおける伝導度測定および雑音測定

雑音測定を用いたグラフェン量子ホールブレークダウン前駆現象検出の試み

高温超伝導体Bi2212/グラフェン接合素子の作製

Bi/Ni薄膜における超伝導特性の細線幅依存性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

日本物理学会2019年秋季大会（岐阜大学柳戸キャンパス、2019年9月10日-13日）

スピントロニクス学術研究基盤と連携ネットワーク拠点（Spin Research Network of Japan:Spin-RNJ）2019年度年次報告会（大阪大学、
2019年12月9日）

藤原聖士、横井雅彦、荒川智紀、小林研介、新見康洋

谷口祐紀、渡邉杜、徳田将志、井邊昂志、荒川智紀、吉田紘行、石塚大晃、小林研介、新見康洋

Mori Watanabe, Takashi Ibe, Masashi Tokuda, Hiroki Taniguchi, Yoshinori Okada, Kensuke Kobayashi, and Yasuhiro Niimi

太田智陽、坂井康介、Benjamin Driesen、岡田佳憲、小林研介、新見康洋

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-19日）[現地開催中止・発表は成立]

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

原子層超伝導ZrTe3-xSex薄膜における電気伝導特性

三角格子反強磁性体Ag2CrO2薄膜における磁気伝導測定

Hall and butterfly-shaped magnetoresistance effects in atomically thin CeTe3 films

ファンデルワールス強磁性体Fe5GeTe2における異常ホール効果の測定

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-21日）[現地開催中止・発表は成立]

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-22日）[現地開催中止・発表は成立]

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-23日）[現地開催中止・発表は成立]

 ３．学会等名

鈴木将太、羽尻哲也、三木竜太、浅野秀文、Kan Zhao、Philipp Gegenwart、小林研介、新見康洋

佐々木壱晟、川原遼馬、谷口祐紀、荒川智紀、乾皓人、島本雄介、高阪勇輔、戸川欣彦、小林研介、新見康洋

井邊昂志、渡邉杜、谷口祐紀、荒川智紀、谷口年史、小林研介、新見康洋

今田絵理阿、谷口祐紀、渡邉杜、徳田将志、鈴木将太、荒川智紀、吉田紘行、石塚大晃、小林研介、新見康洋

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-20日）[現地開催中止・発表は成立]

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

反強磁性体Mn3(Ni1-xCux)Nにおけるスピン輸送測定

カイラル磁性体CrNb3S6薄膜におけるスピン流注入の試み

リエントラントスピングラスAuFeにおける異常ホール効果とスピンホール効果の測定

三角格子反強磁性体 Ag2CrO2高純度薄膜における磁気異方性の電気的検出

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-27日）[現地開催中止・発表は成立]
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-24日）[現地開催中止・発表は成立]

横井雅彦、藤原聖士、河村智哉、荒川智紀、青山和司、福山寛、小林研介、新見康洋

藤原浩司、岩切秀一、横井雅彦、渡邉杜、小林研介、新見康洋

寺澤大樹、則元将太、荒川智紀、Meydi Ferrier、福田昭、小林研介、平山祥郎

岩切秀一、杉本聡志、大湊友也、加藤岳生、松尾衛、新見康洋、葛西伸哉、小林研介

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-25日）[現地開催中止・発表は成立]

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-26日）[現地開催中止・発表は成立]

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

表面弾性波照射により生じる超伝導NbSe2薄膜の負抵抗状態の起源

NbSe3薄膜における電荷密度波特性

2層系量子ポイントコンタクトにおける巨大なゼーマン分裂

磁気トンネル接合におけるマグノン支援トンネル

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

（ホームページ）東京大学 大学院理学系研究科 小林研介研究室 https://meso.phys.s.u-tokyo.ac.jp/ 
（プレスリリース）「からみあう電子たち－ 量子液体における三体相関の検出」（東京大学、大阪市立大学）、2021年5月 
（プレスリリース）「ナノダイヤモンド磁場イメージング ― 量子計測×機械学習の新展開」（東京大学）、2022年9月 
（新聞掲載）「機械学習で正確性50倍 ダイヤ量子センサー 東大、磁場計測に提案」（日刊工業新聞　2022年9月5日18面） 
（研究室紹介）研究室の扉「量子液体の非平衡状態を明らかにする」小林研介教授https://www.youtube.com/watch?v=vHLPiPjQMS4 
（研究紹介）からみあう電子たち－量子液体における三体相関の検出（2021/5/31）https://www.youtube.com/watch?v=sVvQAQ2bh1U 
（アウトリーチ）「東大の研究室をのぞいてみよう！～多様な学生を東大に～」プログラム、2022年3月・2023年3月実施 
（アウトリーチ）「研究をするということ」、私立ヴィアトール学園洛星高校進路講演会（2020年10月31日）。 
（受賞）2019年11月13日、第37回（2019年度）大阪科学賞「固体素子におけるゆらぎと非平衡機能に関する実験的研究」、大阪府、大阪市、一般財団法人大阪科
学技術センター（受賞者氏名：小林研介） 

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-28日）[現地開催中止・発表は成立]

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-29日）[現地開催中止・発表は成立]

第75回年次大会(2020年)（名古屋大学 東山キャンパス、2020年3月16日-30日）[現地開催中止・発表は成立]

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

花田尚輝、浅野拓也、鈴木将太、松井朋裕、福山寛、小林研介、新見康洋

Lee Sanghyun、橋坂昌幸、秋保貴史、小林研介、村木康二

徳田将志、谷口祐紀、荒川智紀、Yue Di、Jin Xiao-Feng、小林研介、新見康洋

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ジグザグ端グラフェンの作製及び輸送測定の試み

電流雑音測定のためのGaAs HEMT低温増幅器の開発

Bi/Ni超伝導薄膜の上部臨界磁場測定



６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

スイス ETH

ロシア連邦 レベデフ物理学研究所

米国 ミネアポリス大学

ドイツ レーゲンスブルク大学

中国 中国科学院大学 Huairou National Science
Center

共同研究相手国 相手方研究機関

フランス パリ南大学 パリサクレー大学 CNRS

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考


